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出雲市社会福祉協議会

・令和４年度活動資金のお願い
・災害義援金のお知らせ
・心配ごと、悩みごと相談の中止について
・ご寄附ありがとうございます
・企業×福祉
・しまね流福祉のまちづくり活動団体知事表彰
・点訳奉仕員養成講座受講者募集
・令和４年度福祉団体等活動助成事業の募集

T OP IC !
会長あいさつ
令和４年度事業計画、令和４年度予算
令和３年度赤い羽根共同募金のご報告 

昨年末に出雲聖園マリア園園児さんの手作りカレンダーを
いただきました。ありがとうございました！

※撮影時のみマスクをはずしています。



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
人
と
の
つ
な
が
り
に
影
響

を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
個
人
や
世
帯
の
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
、
従
来
の
公
的
制
度
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
次
の
基
本
方
針
に
よ
り

地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●「
住
民
に
必
要
と
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

●「
小
地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
に
よ
る
福
祉
活
動
の
推
進
と
支
援
」と「
総
合
相
談
・

生
活
支
援
体
制
の
強
化
」
を
一
層
拡
大
し
、
深
め
ま
す
。

●「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」
を
目
指
し
、

「
個
別
支
援
（
安
心
づ
く
り
）」「
地
域
支
援
（
地
域
づ
く
り
）」「
人
材
育
成
（
人

づ
く
り
）」
を
事
業
の
３
本
柱
に
取
組
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
行
政
や
社
会
福
祉
法
人
等
の
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
を
強
化
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
経
済
的
困
難
や
社
会
的
孤
立
に
直
面

す
る
方
へ
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

令
和
４
年
度

事
業
計
画

こ
の
２
年
余
り
、
私
た
ち
の
生
活
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
振
り

回
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て

か
ら
の
第
６
波
は
島
根
県
内
で
も
猛
威

を
ふ
る
い
、
出
雲
市
や
松
江
市
な
ど
で

は
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
相
次
ぎ
、
市

民
生
活
に
大
き
な
影
を
落
と
し
ま
し
た
。

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
予
定
し
て
い
た
業
務
の
軌
道
修
正
が

必
要
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
生
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
活
困
窮
に

陥
っ
た
人
た
ち
へ
の
緊
急
対
応
と
し
て

企
画
・
実
施
し
た
食
料
支
援
活
動（
フ
ー

ド
・
ド
ラ
イ
ブ
）
で
は
、
３
０
０
を
超

え
る
団
体
・
企
業
・
個
人
か
ら
食
品
・

日
用
品
の
寄
附
が
あ
り
、
令
和
３
年
度

だ
け
で
約
９
０
０
人
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国

に
お
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
が
生
ま
れ

た
「
原
点
」
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
か
ら
70
年
余
り
前
、
貧
困
や
戦
争

孤
児
な
ど
戦
後
の
大
変
な
混
乱
の
中
、

公
的
な
福
祉
制
度
で
は
と
て
も
追
い
つ

か
な
い
の
で
民
間
か
ら
浄
財
を
集
め
て

対
応
す
る
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
市

民
の
善
意
を
集
め
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
た
ち
に
届
け
る
。
そ
の
仲
立

ち
を
組
織
的
に
行
う
団
体
」
と
し
て
社

会
福
祉
協
議
会
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

「
社
会
的
に
必
要
な
こ
と
な
ら
税
金
で

や
れ
ば
い
い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
税
で
す
べ
て
に
対
応
す
る
の

は
無
理
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
は

刻
々
と
変
化
す
る
の
で
、
公
的
制
度
が

で
き
た
と
し
て
も
、
必
ず
そ
こ
か
ら
漏

れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
し

た
問
題
に
「
柔
軟
に
対
応
す
る
」
の
が

社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。

い
ま
、
わ
が
国
で
は
「
地
域
共
生
社

会
づ
く
り
」
が
国
の
福
祉
政
策
の
中
心

に
据
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
幅
広
い

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
高
齢
者
あ
ん
し
ん
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
１
万
件
の
相
談
等

が
あ
り
、
生
活
支
援
課
や
い
ず
も
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
で
も
非
常
に
多
く
の
相

談
を
受
け
、
具
体
的
な
支
援
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に

際
し
て
は
、
市
と
と
も
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
被
災

者
の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
推
進
す
る
上
で

は
、
そ
の
活
動
財
源
と
し
て
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
会
費
、
寄
附
金
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
「
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
」
の
一
翼

を
し
っ
か
り
と
担
っ
て
い
く
た
め
、
み

な
さ
ん
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
へ

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
渡
部 

英
二

会
長
あ
い
さ
つ

災害ボランティアセンターフードドライブ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
人
と
の
つ
な
が
り
に
影
響

を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
個
人
や
世
帯
の
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
、
従
来
の
公
的
制
度
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
次
の
基
本
方
針
に
よ
り

地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●「
住
民
に
必
要
と
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

●「
小
地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
に
よ
る
福
祉
活
動
の
推
進
と
支
援
」と「
総
合
相
談
・

生
活
支
援
体
制
の
強
化
」
を
一
層
拡
大
し
、
深
め
ま
す
。

●「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
」
を
目
指
し
、

「
個
別
支
援
（
安
心
づ
く
り
）」「
地
域
支
援
（
地
域
づ
く
り
）」「
人
材
育
成
（
人

づ
く
り
）」
を
事
業
の
３
本
柱
に
取
組
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
行
政
や
社
会
福
祉
法
人
等
の
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
を
強
化
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
経
済
的
困
難
や
社
会
的
孤
立
に
直
面

す
る
方
へ
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

令
和
４
年
度

事
業
計
画
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一
人
ひ
と
り
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
支
援
に

取
り
組
み
ま
す

生
活
支
援
課

経
済
的
な
困
り
ご
と
等
を
抱
え
る
方
の
相
談
に
応
じ
、
自
立

に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

●
自
立
相
談
支
援
事
業

経
済
的
な
困
り
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
、
一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
あ
わ
せ
て
支
援
し
ま
す
。

●
就
労
準
備
支
援
事
業

就
労
に
向
け
た
準
備
に
不
安
が
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

社
会
参
加
や
就
労
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

●
家
計
改
善
支
援
事
業

世
帯
全
体
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
、
家
計
の
見
直
し

を
支
援
し
ま
す
。

●
生
活
物
品
支
援
事
業

自
立
の
た
め
に
必
要
な
生
活
物
品
の
貸
出
・
提
供
及
び

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
よ
る
食
料
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
資
金
の
貸
付

収
入
の
少
な
い
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
を

対
象
に
、
世
帯
の
自
立
の
た
め
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
ま
す
。

●
総
合
相
談
支
援
業
務

高
齢
者
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
問
題
解
決
に
向

け
支
援
し
ま
す
。

●
権
利
擁
護
業
務

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
な
ど
の
防
止
・
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

●
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

●
介
護
予
防
普
及
啓
発
へ
の
取
組

介
護
予
防
の
重
要
性
を
理
解
し
住
民
自
ら
が
介
護
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
意
識
啓
発
や
地
域
住
民

が
運
営
す
る
「
通
い
の
場
」
の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

●
第
一
号
介
護
予
防
支
援
業
務
・
指
定
介
護
予
防
支
援
業
務

介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
利
用
者
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

い
ず
も
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能

力
に
不
安
が
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
を
行

い
ま
す
。

●
財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業

本
会
が
指
定
し
た
金
融
機
関
の
貸
金
庫
で
通
帳
や
証
書
な

ど
を
保
管
し
ま
す
。

●
法
人
後
見
事
業

成
年
後
見
制
度
に
基
づ
い
た
財
産
管
理
と
身
上
保
護
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
司
法
・
医
療
・
福
祉
関
係
機
関
及
び
行

政
と
連
携
し
た
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

●
市
民
後
見
推
進
事
業

出
雲
市
及
び
出
雲
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
市
民

後
見
人
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見
制
度

の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
障
が
い
者
入
居
債
務
保
証
事
業

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
居
債
務
保
証

を
行
い
ま
す
。

総
合
的
な
相
談
支
援

●
出
雲
市
福
祉
総
合
相
談
支
援
事
業

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
生
活
課
題
を
包
括
的
に
受
け
止
め
、

関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
総
合
的
に
対
応
し
ま
す
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
た
人
に
対
す
る
支
援

●
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
等
実
施
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
等
に
よ
り
経
済

的
に
困
窮
す
る
方
々
へ
必
要
な
食
料
や
日
用
品
を
届
け
ま
す
。

地
域
で
の
支
え
合
い
の
取
組
を
広
げ
ま
す

地
域
住
民
の
主
体
的
な
福
祉
活
動
の
推
進

●
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
活
動
総
合
支
援
事
業

市
内
42
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
地
区
の
特
性
や

時
代
に
即
し
た
福
祉
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

高
齢
者
等
が
身
近
な
場
所
に
集
い
、
交
流
や
健
康
づ
く
り

な
ど
を
行
う
住
民
主
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

安
心
づ
く
り

安
心
づ
く
り

地
域
づ
く
り

地
域
づ
く
り
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●
地
域
ふ
れ
あ
い
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業［
多
伎・湖
陵・斐
川
］

民
生
委
員
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
、地
域
特

性
を
活
か
し
た
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
福
祉
団
体
等
活
動
助
成
事
業

市
内
の
福
祉
団
体
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の
地

域
福
祉
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
住
民
等
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

行
方
不
明
者
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
早
期
発
見
を
図
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
る
方
の
事
前
登
録
を
進
め
ま
す
。

●
出
雲
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

高
齢
者
等
の
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
・
協
働
し
て
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
、地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
解

決
す
る
た
め
、
協
力
会
員
が
家
事
援
助
や
通
院
時
の
付
き

添
い
等
を
行
い
ま
す
。

●
共
同
募
金
歳
末
助
け
合
い
事
業

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
活
用
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る

世
帯
の
家
屋
修
繕
や
生
活
援
助
等
を
行
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
車
い
す
の
貸
し
出
し　
●
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業

社
会
福
祉
法
人
等
と
の
連
携
・
協
働
及
び
支
援
等

●
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
推
進
事
業

●
高
齢
者
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
事
業

地
域
住
民
の
主
体
的
な
支
え
合
い
の
取
組
や
福
祉

活
動
に
参
加
す
る
人
を
拡
大
し
、
育
成
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
情
報
提
供

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

◦
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座　
◦
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座　

◦
広
報
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
、
参
加
へ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
子
ど
も
食
堂
活
動
支
援
事
業

子
ど
も
食
堂
の
運
営
や
立
ち
上
げ
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

福
祉
教
育
の
推
進

●
福
祉
教
育
推
進
事
業

◦
福
祉
学
習
支
援

学
校
や
企
業
、
地
域
の
集
ま
り
な
ど
で
の
福
祉
出
前
講

座
や
福
祉
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
助
言
や
用
具
の
貸
出

な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
推
進
事
業

障
が
い
へ
の
理
解
を
広
げ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が

で
き
る
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

◦
介
護
の
基
礎
的
講
座

中
学
生
を
対
象
に
、
福
祉
の
現
場
で
働
く
方
を
派
遣
し

て
介
護
の
魅
力
や
価
値
観
を
学
び
、「
福
祉
の
心
の
醸

成
」
や
「
ふ
く
し
の
人
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

地
域
に
開
か
れ
た
組
織
体
制
を
確
立
し
、
公
益
性

と
民
間
性
を
あ
わ
せ
持
つ
団
体
と
し
て
住
民
に
信

頼
さ
れ
る
法
人
運
営
を
行
い
ま
す

信
頼
に
こ
た
え
る
法
人
運
営

●
組
織
運
営　
●
経
営
基
盤
の
確
立

●
経
営
管
理
の
充
実　
●
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

●
役
職
員
研
修

広
報
啓
発
活
動
の
推
進

●
出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

●「
社
協
だ
よ
り
い
ず
も
」
の
発
行

●
音
訳
広
報（
声
の
広
報
）・
点
訳
広
報（
点
字
広
報
）の
発
行

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営　
●
出
雲
市
民
余
芸
大
会
の
開
催

中
期
的
な
計
画
の
推
進

●
地
域
福
祉
活
動
計
画
推
進
事
業

●
第
４
期
中
期
経
営
計
画
の
策
定

法
人
運
営

法
人
運
営

人
づ
く
り

人
づ
く
り

事
業
計
画
の
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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共同募金助成金  3,243万1千円

利用料収入  813万4千円

貸付償還金  320万円

介護保険等
1億3,555万3千円

障がい者福祉サービス
利用給付費及び利用者負担金
460万円

寄附金積立取崩
1,500万円

受託金（出雲市・島根県社協受託金）
2億7,163万1千円

会費  3,953万円

その他（利子、積立取崩等）
7,510万7千円

寄附金  1,500万円

補助金（出雲市・島根県社協補助金）
1億4,715万円

令和４年度 予 算
予算額  ７億4,733万６千円

収入の部

企画広報
（社協だより、声の広報、ホームページ、
　地域福祉活動計画、福祉大会、高齢者
　マッサージサービス、総合相談事業等）
　　　　　2,400万9千円

ボランティア・まちづくりセンター
（ボランティア・まちづくりセンター運営事業、
　養成講座・研修会）
758万9千円

地域福祉
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への
　助成、多伎・湖陵・斐川地域見守りネット
　ワーク事業、車イス貸出事業、福祉教育・
　福祉出前講座等）
8,113万1千円

共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協へ
　の助成、認知症高齢者等SOSメール、
　歳末助け合い事業、緊急食料支援事業等）
3,406万1千円

在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、ガイドヘルプ事業等）
1,583万8千円

生活支援・相談
6,631万8千円

いずも権利擁護センター　3,996万3千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、平田福祉館、
　多伎地域福祉センター）
2,840万2千円

法人運営事業
（役員会、役職員人件費、事務費等）
1億891万8千円

令和4年度の寄附金を
令和5年度事業の財源として活用するため
全額積立　1,500万円

次年度へ繰越  2,049万7千円

高齢者あんしん支援センター
3億561万円

支出の部
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ご寄附いただきました皆さま、お世話いただきました皆さま、誠にありがとうございました。
心よりお礼申しあげます。 島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

令和３年度 赤い羽根共同募金のご報告

募金額 36,437,430円

●福祉施設等の整備
●県下全域または市町村域を
　超えた福祉活動
●災害時の備え

令和４年度の島根県内の
広域福祉活動へ

令和３年度の
歳末たすけあい事業へ

12,510,000円

25,678,870円

つかいみちつかいみち

5,391,689円

令和４年度の出雲市内の福祉活動へ
●各地区社会福祉協議会が行う福祉活動への助成 14,259,870円
●福祉団体等活動助成 4,063,000円
●ふれあいサロン団体公募事業 5,900,000円
●出雲市共同募金委員会が行う助成事業 200,000円
●認知症高齢者等ＳＯＳメール安心ネットワーク事業 67,000円
●音訳広報発行事業 193,000円
●点訳広報発行事業  59,000円
●歳末たすけあい事業 937,000円

■一般募金 30,841,141円

　　戸別募金 26,863,546円
　　法人募金 1,308,000円
　　街頭募金 40,434円
　　イベント募金 0円
　　学校募金 450,235円
　　職域募金 1,068,136円
　　個人・団体・募金箱 1,110,790円

■歳末たすけあい募金 5,596,289円

内 訳

※新型コロナウイルス感染症の影響で市内の福祉活動が行えなかったことによる
　令和３年度の助成金返還分も含めて令和４年度の事業に助成します。

佐田中学校

大津小学校

子どもの遊び場整備

子育てサロン

高齢者サロン

見守り訪問

河南中学校

神戸川小学校

多伎中学校今市幼稚園
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　新型コロナウイルス感染拡大防止のため当面の間、一般相談は中止します。仕事のこと、生活のこと
などの困りごとについて、随時、職員が相談に応じます。
　また、オンライン福祉相談も行っております。ご自宅からオンラインで対面相談ができますので、詳し
くはホームページをご覧ください

令和４年度　活動資金のお願い

問合せ／生活支援課　☎２３－３７９０

出雲市社会福祉協議会及び出雲市社会福祉協議会に事務局を置く団体から、市民の皆さまに
次の日程で活動資金へのご協力をお願いさせていただきます。出費多端の折とは存じますが、公
的な制度だけでは対応しきれない福祉課題に積極的に対応していくための資金として、皆さまの
ご協力をお願い申しあげます。
また、自治組織役員の皆さまをはじめお世話いただく皆さま、お忙しい中とは存じますが何卒
よろしくお願い申しあげます。

8社協だより いずも  ３月・４月号 vol.139

義 援 金 の 名 称 これまでの送金額
（３月10日現在） 受 付 期 間

平成30年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金
※現在の配分先：岡山県、広島県、愛媛県

2,086,569円 令和４年６月30日まで

令和２年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金
※現在の配分先：福岡県、熊本県

1,214,183円 令和４年９月30日まで

令和３年 ８ 月 大 雨 災 害 義 援 金
※現在の配分先：福岡県、佐賀県、長野県

630,000円 令和４年３月31日まで

令和３年 長野県茅野市土石流災害義援金 令和４年３月31日まで

依頼時期 名　　称 ※納入期限 団　　体

５月 日本赤十字社　会費 ７月末 日本赤十字社島根県支部出雲市地区

６月 出雲市社会福祉協議会　会費 ７月末
※一部異なります 出雲市社会福祉協議会

９月 赤い羽根共同募金（一般募金） １１月末 島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

１０月  　
～１１月

歳末たすけあい募金
※地域によって異なります。
　出雲・湖陵・斐川は一般募金に

含みます。

１２月末
※一部異なります

島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

災害義援金のお知らせ

問合先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区（事務局　出雲市社会福祉協議会 本所・各支所）

日本赤十字キャラクター

あたたかいご支援
ありがとうございます。
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令和４年１月１１日 ～ 令和４年３月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して

います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜平田＞
小津町　川瀨　英

＜団体＞
有限会社アイディーワーク
多寳寺寒修業団
(寒修業の浄財の一部)

かんなび園心灯会
（かんなび園利用者自治会寄付
活動として）

斐川モラロジー

（　）内は故人
＜出雲＞　
今市町　嘉藤　康二（美津枝）
今市町　飯塚　一夫（朝子）
今市町　坂本　智多江（利男）
今市町　古家　茂義（タメ）
大津町　岡　雅史（晃雄）
大津町　岩谷 真由美（原田 シマ子）
塩冶神前　大草　浩三（二美代）
古志町　西倉　誠（良子）
浜　町　加藤　謙治（利之）
下横町　妹尾　渉（靜子）
矢野町　吉田　啓修（賢宗）
姫　原　渡部　雅人（純吉）
姫　原　小林　和夫（多津子）
渡橋町　岡　正浩（壽樹）
東林木町　奥村　佳美（満枝）
宇那手町　周藤　敏憲（秀夫）
馬木北町　鳥屋尾　幸宏（良子）
所原町　飯塚　雄次（都）
所原町　奥井　陽介（節子）

乙立町　羽川　純子（大江　均）
知井宮町　柳楽　盛男（勝利）
知井宮町　山本　順久（善子）
西神西町　馬庭　広樹（恒）
神西沖町　糸賀　伸文（文子）
外園町　藤江　榮次（久美子）
　
＜平田＞
平田町　河原　重信（礼子）
平田町　荒木　登（サダコ）
平田町　金築　芳樹（時子）
平田町　青山　浩（美重子）
平田町　西尾　嵂子（德助）
西平田町　黒田　孝（定義）
灘分町　西尾　文男（喜代一）
灘分町　足立　謙二（安一）
灘分町　日野　透（雅雄）
灘分町　石原 輝子（曽田 キミヨ）
灘分町　原　英子（文雄）
灘分町　黒田　康夫（幸枝）
口宇賀町　黒崎　克巳（フミエ）
東福町　西尾　崇（豊）
東福町　福田　豊（栄子）
上岡田町　三島　和人（良一）
岡田町　山本　篤子（竹田　一雄）
岡田町　長岡　功男（利行）
多久町　長岡　正美（貞良）
多久町　坂本　春雄（藤次郎）
園　町　坂本　博之（治代）
小津町　錦織　進（礼子）
三津町　満田　宰子（悦男）
三津町　金坂　朋樹（重）
小伊津町　佐藤　宏司（ツリ子）
小伊津町　山岡　明（教子）
野郷町　山﨑　文幸（幸恵）

＜佐田＞
須　佐　八幡　智佳良（輝代）

＜多伎＞
口田儀　川上　ユキ子（昌彦）
口田儀　大谷　誠（繁信）
小　田　錦織　弘美（秋康）
小　田　秦　徹也（隆義）
小　田　吾郷　貴志（辰郎）
多　岐　杉谷　直樹（イマ子）
久　村　柳樂　和年（定子）
久　村　本津　克己（弘巳）

＜大社＞
入　南　永岡　和子（常宏）
入　南　永岡　正（勝藏）
入　南　多々納　恵子（勝）
中荒木　春日　孝幸（八重子）
中荒木　園山　一喜（キミ子）
北荒木　岸　和夫（元和）
修理免　井原　家福（昭子）
杵築東　石川　恵美（中尾　文江）
杵築南　長澤　謙（静江）
杵築西　春木　勉（艶子）
杵築西　勝部　宏典（昭夫）
杵築西　三原　圭子（治雄）
杵築西　春木　操（宣男）
杵築北　江角　卓一郎（榮）
杵築北　曽田　稔（初郎）
日御碕　石田　誠（和子）
宇　龍　浅津　修（都）
宇　龍　古山　三樹（宗重）

＜斐川＞
荘　原　猿木　清令（富子）
荘　原　山田　勝（京子）

荘　原　須田　晃（司）
荘　原　須田　榮子（幸男）
上庄原　多々納　睦雄（美波里）
阿　宮　笠谷　時義（愛子）
出　西　多々納　康雄（清子）
出　西　長岡　悠斗（篤）
神　氷　羽根田　清司（貞夫）
富　村　馬庭　修（猛）
名　島　佐藤　勝（嘉紀）
上直江　周藤　雅範（澄子）
直　江　井原　正己（民）
直　江　岡　良治（郁子）
直　江　上野　美子（博美）
原　鹿　大田　英一（秋子）
原　鹿　坂本　晃司（峯江）
今在家　森立　由紀子（マツヨ）
沖　洲　新田　謙二（俊夫）
三分市　持田　和夫（秋子）

１１件

平田地区社会福祉協議会
佐田町　西村　登

一 般 寄 付

匿 名 寄 付

ご  寄  贈

香典・玉串料・お花料等返し

皆さまからのご寄附は、市内で福祉活動を行う団体及び
各地区社会福祉協議会への助成などに使わせていただいております。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、
損金算入の制度が利用できます。

　【例】出雲市にお住まいの方が本会へ５０，０００円の寄附をされた場合
　　　※税額控除を選択した場合
　　　　〔１〕所得税　（ ５０，０００円－２，０００円 ）×４０％ ＝ １９，２００円
　　　　〔２〕住民税　（ ５０，０００円－２，０００円 ）×１０％ ＝ ４，８００円
　　　　〔１〕＋〔２〕＝２４，０００円 …… 税額控除額となります。
　　　　　※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。
●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、

本会と各地区の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別
の団体であることから、各地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。



左から、代表  福島 隆さん・岡 位嵩さん
※撮影時のみマスクをはずしています。

有限会社ＪＡいずもアグリマート様による県内
初の「ファミマフードドライブ」が３月から
スタートしました。

これは、家庭で食べきれない食品を実施店舗にお寄せいただき、集まった
ものを協力パートナーである出雲市社会福祉協議会へ寄贈いただく取組で
す。これらは支援を必要とする方のために活用させていただきます。
有限会社ＪＡいずもアグリマート様が運営する店舗（ドーム北店・塩冶東店・
大社東店・湖陵店・平田店）で実施中です。ぜひご協力ください！

問合せ・申込先／地域福祉課　☎２３－３７８１　FAX２０－７７３３
　　　　　　　　　　　　　　メール　fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでの問合せ・申込の際は件名を「点訳奉仕員養成講座」としてください。

問合せ・申込先／地域福祉課
　　　　　　　　☎２３－３７８１　FAX２０－７７３３

点訳奉仕員養成講座受講者募集
視覚障がいのある方に本や広報紙を点字にして伝えるための知識と技術を
学びます。パソコンの６つのキーを使って６つの点の組み合わせで文字
を表す点字にします。点字ならではの表記の仕方等を基礎から学びます。
●日　　時　６月６日（月）から来年３月７日（火）まで（全２１回）
　　　　　　祝日を除く月曜日（月２～３回程度。最終回は火曜日。）
　　　　　　１０：００～１２：００　開講時に日程表を配付します。
●場　　所　出雲市社会福祉センター
●対　　象　出雲市在住で、講座修了後は点訳グループに所属して点訳
　　　　　　活動ができる人
●定　　員　１０名（先着順）
●受 講 料　無料　ただし、テキスト代 １,５４０円程度が必要
●準 備 物　ノートパソコン、ＵＳＢメモリ
　※点訳用ソフトウェア（対応OS Windows）をインストールし、８月頃から使用します。
●申込方法　①氏名　②住所　③電話番号　をご連絡ください。
●申込締切　５月１８日（水）

興味のある方、受講を検討されている方向けに見学会を行います
日時：５月１０日（火）１３：３０～　　場所：出雲市社会福祉センター
事前申し込みをお願いします。

●助成対象
高齢者、障がい者、児童などを対象とし
た活動を行っている福祉団体等に助成し
ます。団体及びグループでの申し込みが
条件です。

●選考方法
書類審査及び必要に応じて聞き取り調査
等により予算の範囲内で決定します。
審査において不採択・申請額以下となる
場合があります。

●助成金額　１団体５万円以内
●受付期間
令和４年４月１日（金）～５月３１日（火）

●交付予定　令和４年８月
詳しくはホームページをご覧ください。

この助成金は、『出雲市社会福祉協議会の会費、
寄附金及び共同募金』等、出雲市民の皆様か
らの貴重な浄財を財源としています。

●未開封で破損していないもの　●賞味期限まで２カ月以上あるもの
●常温保存可能なもの　　※アルコールや、日用品・金銭など食品以外のものはお預かりできません。

鳶巣地区の「とびす市」様が「令和３年度しまね流福祉のまちづくり
活動団体知事表彰」を受賞されました。
この団体は、地区内に商店がなく買い物に困る高齢者を支えたい、地
域住民の交流を増やしたいとの想いで平成20年に立ち上がりました。
とびす市では、地域の高齢者が作った野菜や花、業者の卵や乳製品等
を販売。また、一角に設けられた交流スペースは、買い物に訪れた地
域住民が会話を楽しむ憩いの場となっています。
※交流スペースは新型コロナウイルス感染症の影響で休止中。

しまね流福祉のまちづくり活動団体知事表彰

受付可能な食品

企業企業 福祉福祉企業企業 福祉福祉

令和４年度
福祉団体等活動助成事業の募集

本　　所／〒693-0001 出雲市今市町543　　   fukushi@izumoshakyo.jp　ホームページ https://www.izumoshakyo.jp/

〈窓口対応〉 平日８：３０～１７：１５

本　　所／☎23-3781  FAX20-7733　平田支所／☎63-4624  FAX63-5011　佐田支所／☎84-0131  FAX84-9034
多伎支所／☎86-2331  FAX86-2351　湖陵支所／☎43-2310  FAX43-2226　大社支所／☎53-3196  FAX53-6053
斐川支所／☎73-9330  FAX72-4068

出　　雲／☎25-0707  FAX25-0901　平　　田／☎63-8200  FAX63-5011　佐　　田／☎84-0019  FAX84-9034
多　　伎／☎86-7122  FAX86-2351　湖　　陵／☎43-7611  FAX43-2226　大　　社／☎53-3232  FAX53-6053
斐　　川／☎73-9125  FAX72-4068

出雲市社会福祉協議会連絡先

いずも権利擁護センター
高齢者あんしん支援センター

☎25-0955  FAX20-7733 生活支援課 ☎23-3790  FAX20-7733
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